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[実験] HHTPと HAT-CNを 1:1の比で容器に加え、そこに合成溶媒として DMF
を加え溶解させ、100 ℃で 3時間加熱攪拌して CT-1⊃DMFを合成した。得られ
た単結晶について単結晶 X 線回折測定により結晶構造を決定した。フーリエ変
換赤外分光、密度汎関数理論計算を用いて、CT-1⊃DMF の電子状態を評価し、
CT-1⊃DMF を 120 ℃で一晩加熱真空乾燥を行い，結晶からゲスト分子である




[結果と考察] 結晶構造解析より、CT-1⊃DMF は HHTP と HAT-CN が交互に積
層した擬ヘキサゴナルカラムナー構造を有しており、カラム間を合成溶媒であ
る DMFが埋めている構造であることが明らかとなった。カラム間の空隙中に存








したコインセルを作成し充放電測定を行った。電圧1.75-3.0 V、電流密度 500 mAg-
1において充放電測定を行った。高い電流密度での測定にも関わらず、2 サイク
ル目の放電容量はそれぞれ 288 mAhg-1の高容量値を示し、このときの反応電子
数は 7.6 mol-1であった。この容量値は HHTP及び HAT-CNモノマーと比べても




次に、電流密度を 500、1000、2000 mAg-1まで 5サイクルごとに増加させレート
特性を評価したところ、非常に大きい電流密度にも関わらず高容量を示し続け
た。このことから HHTP 及び HAT-CN 単体では存在しなかった細孔構造が電荷
移動錯体を形成することでリチウムイオンの効率の良い拡散を促し、高速充放
電特性を発現したことが示唆される。 
